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ンポジットでは、主に grain pull-out や chipping が支配的な摩耗メカニズムであることを解明している。
以上のように、本論文では微細組織および組成の異なる多くのアルミナ/炭化ケイ素ナノコンポジットを作製し、そ
の摩耗特性を様々な条件で評価することによって、その摩耗メカニズムを解明している。本研究で得られた多くの知
見は、物質化学、材料工学、複合材料工学の確立に大きく貢献するばかりでなく、セラミックスの実用化および新し
い応用分野の開拓にも多大な貢献をするものである。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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